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研究成果の概要（和文）：本研究では日本人英語学習者の読解タスクパフォーマンスを評価するためのテストお
よび採点ルーブリックの妥当化を行った。情報転移課題のパフォーマンスを３名の評価者が採点し，ルーブリッ
クがテスト開発者の意図通りに機能したのかを多相ラッシュ分析，および一般化可能性理論に基づき論証した。
加えて，構造方程式モデリングによりテスト得点が学習者の語彙力・文法力・意味理解力と密接に連関すること
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study validated a rating rubric to assess the levels of task-induced 
performance of EFL reading. An argument-based approach was employed to examine how well the task 
performance reflected constructs of reading. In a survey, six information transfer tasks were 
presented to Japanese EFL learners to elicit their communicative reading protocols. Three raters 
scored the task performance; the rating appropriateness was argued using many-facet Rasch 
measurement and generalizability theory. Structural equation modeling was run to reveal the 
relationship between task-based reading performance and vocabulary, grammar, and comprehension 
skills. The results showed that the rating rubric functioned as intended, the six tasks with three 
raters were sufficient for reliable scoring, and the scores were reflectiveness of unidimensional 
construct of reading. These validity arguments depict the integration between the task-based reading
 assessment and argument-based approach to validation.

研究分野：英語教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって技能統合型テストの実効性が示されたことで，単語や文法，訳読などに焦点を当てたエクササイ
ズ中心の読解指導から，タスク中心教授法に基づくコミュニケーション重視の読解指導への移行を促すことが期
待される。テストによって英語教授法の質を向上させるためには，テスト自体が学習の一助となるように妥当性
と実用性を兼ね備えたテストを実施しなければならない。本研究は指導の成果や学習者の達成度を適切に測定で
きるテストを提供することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在広く使用されている英文読解テストは，システム準拠テスト，すなわち受験者の読解力を
推定するために，読解力の構成概念とされる知識や技能 (語彙・文法知識，推論能力など) を個
別に測定するテストである (Robinson & Ross, 1996)。しかし，このようなテストでは学習者の
認知的側面やタスクに内在する文脈的要素を考慮することができないため，実生活での言語運
用能力を推定することは難しい (McNamara, 1996)。一方，近年注目を集めているパフォーマン
ス準拠テストは，例えば受験者に「旅行会社のパンフレットを読み，旅行のスケジュールについ
て友人にメールを書く」というような具体的なシチュエーションを提示し，その中で実際に英語
を使わせるテストである (Bachman, 2002)。単語や文法知識，英文の意味を問うのみのテストと
は異なり，パフォーマンステストの結果は受験者が将来，実際に言語を使用する場面に立った時
のパフォーマンスレベルの予測に使用することができる。このようなテストには読み書きなど
の異なる技能が介在するため，技能統合型テストとも呼ばれる。 
 日本の英語教育において技能統合型の英文読解テストはほとんど浸透しておらず，また実証
研究も非常に限られていた。なぜなら，技能統合型テストの得点には様々な要素が反映されてお
り，語彙・文法の知識 (e.g., 旅行会社のパンフレットにある語彙の理解)，明示的内容の理解
力 (e.g., パンフレットに書かれている内容の理解)，暗示的内容の理解力 (e.g., 相手に伝え
る際に補うべきテキスト外の情報の推論) などを受験者のパフォーマンスから数値化できるよ
うな採点基準は開発されていなかったためである。そのため技能統合型テストに関する先行研
究は「コミュニケーションの目的を達成できたか」を合否や文言等の形で評価するに留まってい
た (Ushiro et al., 2015)。 
 そこで本研究では，技能統合型のコミュニケーションという観点を反映した英文読解テスト
が受験者の言語知識・技能をどれだけ正確に反映できるかを検証することに取り組んだ。これに
より，受験者が「コミュニケーションの目的を達成できなかった」と判断された場合にも，学習
プロセスの改善に向けた具体的なフィードバックができる，教育的意義の高いテストを開発す
ることを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究は３年の期間内で，以下に述べる２点の研究課題に取り組むことを目的とした。 

­ 技能統合型テストにおける受験者のパフォーマンスから，受験者の英文読解力に関わる構
成概念 (語彙力・文法力・明示的理解・暗示的理解) を数値化する採点基準を開発する。 

­ 技能統合型テストが「タスクを完遂するためにテキスト内容を適切に理解できる」言語運用
能力を妥当に測定できているかを複数の統計的解析により明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，主に教室で使用するためのタスク型読解テストおよび採点ルーブリックを開発
し，テスト得点の解釈がどの程度適切であるかを論証に基づく妥当化の枠組みで検証した。論証
に基づくテストの妥当化は，テスト得点の解釈の適切さに対する様々な主張を，それに対応する
推論や裏付けによって論証していくアプローチである。具体的には以下に示す３つの主張を定
義し，それに対応する推論・裏付けをテストの妥当性を示す証拠として収集した。 
 
（１）得点化の推論：受験者のパフォーマンスはテスト開発者が意図した観測得点が得られる手

順によって得点化されている。 
   ‣ 採点ルーブリックが適切に開発されていることを証明する。 
   ‣ 採点ルーブリックによる採点が適切に行われていることを証明する。 
 
（２）一般化の推論：観測得点は採点者間で一貫した値を示す期待得点の推定値である。 
   ‣ タスク数が信頼性のある得点を得るのに十分な数であることを証明する。 
   ‣ 評価者の数が信頼性のある得点を得るのに十分な数であることを証明する。 
 
（３）説明の推論：期待得点はテスト開発者が定義したテストの構成概念に起因している。 
   ‣ テストの難易度はタスクの難しさと連関していることを証明する。 
   ‣ テスト得点は一貫して１つの構成概念を反映していることを証明する。 
   ‣ テスト得点は英文読解に必要な知識・技能と連関していることを証明する。 
 
日本人大学生 122 名を対象に，６種類のタスクをテストした。タスクに書かれている内容を全
員で確認し，タスクで求められていることを周知してテストに取り組ませた (e.g., 友人に○
○を伝えるためのメールを作らなければならない)。その後，ペアでタスクの完成度を評価し，
英文内容の理解度確認をクラス全体で行った。読解パフォーマンスの採点基準として，Ellis 
(2003)，Hudson (2005) や Norris et al. (2002) に従い，5件法 (タスクの完成度に応じて 1. 
inadequate ～ 5. adept) の採点ルーブリックを作成した。各評価規準にはタスクの完成度を
評価するための判断基準として，1～2「受験者はタスクで求められたコミュニケーションの目的
を達成できていない」，3～5「完成度に差はあるものの受験者はタスクで求められたコミュニケ
ーションの目的を達成できた」といった内容の記述を含めた。 



４．研究成果 
（１）得点化の推論について 
 採点ルーブリックが適切に開発されていたかを調べる方法として，評価の段階性が適切に区
別されたかを検証できる多相ラッシュ分析を行った。５段階それぞれの間にある閾値は単調増
加しており，閾値の間隔は 1.4 ロジット以上 5.0 ロジット未満であること，明確な頂点があるこ
とを確認した。さらに，本研究が開発した採点ルーブリックは受験者を３レベルの熟達度群に明
確に識別できることが分かった。 
 採点者は採点ルーブリックを適切に使うことができていたかについて，多相ラッシュ分析を
行った結果，全体的に一貫しない採点をした採点者はおらず，信頼性係数も十分な値を得ること
ができた。ただし，バイアス分析をさらに行ったところ，採点者が特定の受験者に対して妥当で
ない採点を行うケースが 0.3%含まれていたことも明らかとなった。特定のタスクで一貫した採
点ができなくなるケースも 4.8%あったことから，パフォーマンステストの採点の際には評価者
トレーニングを事前に行う必要があること，およびラッシュモデル等による調整済み得点を使
用した方がよいことを確認した。 
 
（２）一般化の推論について 
 テスト得点に含まれる測定誤差がどの程度採点プロセスのノイズに起因したのかについて，
一般化可能性理論による検証を行った結果，６タスクを使用する場合は２名の採点で十分であ
ることを明らかにした。採点者間における採点の厳しさは依然として有意であったため，ルーブ
リックを用いたパフォーマンス評価を行う際には複数名による採点を行うこと，採点に齟齬が
ある場合は採点者間での議論を行う必要性があることを確認した。 
 
（３）説明の推論について 
 テスト得点はテキストやタスクの複雑さと強く相関していた。６種類のタスクが一貫して１
つの構成概念（すなわち英文読解力）を測定しているのかを因子分析で検証したところ，結果と
して，６種類のテスト得点は１つの潜在因子に集約されることが分かり，タスク型読解テストは
一貫して単独の構成概念を測定していることを示した。テスト得点が反映しているものが英文
読解力であることを証明するため，多特性・多方法行列，および構造方程式モデリングによる検
証を行った。多特性・多方法行列ではタスク型読解テストの得点が多肢選択式の読解テスト得点
と相関すること，一方で同一形式のリスニングテストとの相関はそれよりも低くなることを示
した。さらにタスク型読解テストの得点が語彙知識・文法知識・意味理解とどの程度連関してい
るのかを検証したところ，テスト得点の分散は各知識・技能の程度によって十分に説明されるこ
とを明らかにした。これらの結果は，本研究のタスク型読解テストはリスニング等の他技能では
なく，リーディングの知識・技能を測定できていることを示している。 
 
 本研究は，技能統合型の英文読解テストの妥当化に取り組むことで，言語運用能力のテスティ
ング分野におけるパフォーマンステスト開発の一例を示すことができた。具体的には，理解した
テキスト内容を基にコミュニケーションを行うタスクから得られた言語データが，学習者のど
のような能力を測定し得るのかについて検証を進めたことで，単なる言語パフォーマンスの質
だけでなく，英語リーディングの構成概念に関わる言語知識や技能を適切に評価するためのテ
スト作成に貢献できる可能性が示された。テスト得点の信頼性と妥当性を兼ね備えたパフォー
マンステスト開発のためのガイドラインを今後提案することで，言語テスティング研究におけ
る当該分野のさらなる発展が期待できる。 
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